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1. はじめに

























































































は、実際にどのような言い誤りを観察する事ができるか、エラー誘導法 (error induction 
technique) を用いて実験的に言い誤りのデータを収集してみることにした。開発されて
いる誘導テクニックは、基本的に、生成される文の計画聞に競合を作り出すことによって、
































































































号 (International Phonetic Alphabet. IP A) が考案されている。俗音なども含めて、日本
語に現れやすい子音の音声記号を IPA に従って整理すると Table 1 の通りである。
Table1 日本語の子音
Bilabial Lab旧ー Dental A加官口l且E Post- Palatal Velar Glottal 
dental alvちolar
Plosive p b t d k 9 
N出品 m n q 
Tril 
Tap E 
Fricative 善 s Z f ? h 
A宜ìic主te ts 可 d3
Lateral fricativち


































つ加えた (Table 2)0 1 ~ 10 は、掲音を










































らその言葉を覚え、素早く 3 回芦に出して言って下さい。 3 回言う前には自分で、『はいJ
と合図し、カードは見ずに空で、言ってください。できるだけテンポ良く言うよう努力して
ください。実験は後で分析するためテープレコーダで録音します」










8 よぼう→ びょう (8) 
1 ひきぬき→ に (8) 
3 しゃんそん→ しょん (7) 
4 ま♀主主つ→ ず (6) 






















14 た立がき→ て (5) 
14 たけたて→ て (4) 
17 かずき→ は (4)
母音のエラー
11 ひきぬき→ に (8) 
11 ひきぬく→ に (4) 
竹立て掛けた (take ta te ka ke ta) 子音/t， k/ 母音 /e， a/ 
引き抜きにくい (hiki nu ki ni ku i) 子音 /k， n/ 母音 /i，u/








いう概念が役に立つ (Dell & Repka, 1992; 斉藤・吉川， 2001) 0 14 の場合、子音 t と k、母


















12 おあやまり→ おやまり (4) 
17 恥ずかし主姫→恥ずかし姫 (1)
音位転倒
13 まがり→がまり (4) 








たパターンと同じ問題を抱えている 2。一方、「同情心j を「じょうどう心J といい誤った
ものは、そのような言葉が一般的でないことから、意味アクセスとは無関係のようである。
母音や半母音の連続は一般的に発音しづらいらしく、古代日本語では同一単語内で母
音が連続することを避けた傾向があったこともわかっている (1吾が妹 /wagaimo/J を
/wagimo/ としていた)。また、 NHK放送文化研究所が行った発声しにくい言葉のアンケー
ト結果の中には、「半母音音素 /y/ や /w/ を聞に挟んでの 2 つの母音音素の並列(見誤る








音の連続は、英語の bite のようになi/ の部分が二重母音として発音される。最初の母音
/a/ を調音したときとは、舌の位置を変えですかさず /i/ の母音が調音される。このよう
に母音が滑り出しのときと舌の位置が変わって発音される母音を単母音に対して二重母音
と言う。日本語の場合、「愛 /ai/J は、最初に /a/ を発音してから新たに /i/ を発音するので、




















Table6 要因が複雑なエラー Table7 先取り型のエラー
1 作者の脚色役者の約束 2 急きょ→ 特急 (2) 
さくしゃ→ きゃく (4) 17 新しく→ わたし (4) 
主主iしょく→ やく (3) 18 かっぱ→ ラッノ" (3) 
やくそく→ しょく (3) 20 青→黄 (4)
































母親→ おや (2) 
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